


重度の貧血で輸血を受けたことを知らされ、さらにその後、内視鏡検査の結果悪

性腫瘍であったことを知らされた。

及ぼし得るものであること、また、がん治療においては検査及び治療開始の時期

が予後を左右する決定的要素であることを認識していた。そのため、拘置所内に

おいて適切な医療が提供されないまま病状が進行し、父が命を落とすのではない

かとの切迫した心配を抱かざるを得なかった。それにもかかわらず、同年10月

は実現しなかった。結果として、体調の異変が認められてから治療開始までに約

氏は、医療従事者として、治療開始の遅延がこのような結果をもたら

し得ることを十分に理解しながら、裁判官らの判断により父の治療機会が失われ

ていく過程を見守るほかなかった。このような状況に置かれたことによる精神的

響を直接受ける立場において、執務に従事することを余儀なくされた。2020

ながらも長期間にわたり面会すら許されない状況に置かれたのであり、その精神
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原告■氏は、医療従事者としての知見から、当該状態が生命に重大な危険を

に胃がんの告知がなされた後も、勾留取消しも保釈もなされず、適時の治療開始

2か月を要し、その間に病状は進行し、多発肝転移を来すに至った。

原告

苦痛は、極めて重大である。

（3） 原告 氏

原告 氏は、静夫氏の二男であり、本件各事件以前から大川原社に勤務する
技術者である。原告！一氏自身も任意捜査に協力し、複数回にわたり取調べを受

けた。そして、出張中に突如として静夫氏らの逮捕の事実を知らされた。静夫氏

らの逮捕・勾留により、大川原社は取引上の打撃を受け、原告氏は、その影

年（令和2年）9月下旬、原告 氏は、弁護人を通じて静夫氏が重度の貧血で

輸血を受けたことを知らされたが、その後も、勾留取消しも保釈もなされず、よ

うやく勾留執行停止がなされた後も、しばらくの間、「事件関係者」として面会
を禁じられていた。原告 氏は、自身の勤める大川原社の顧問であり父でもあ

る静夫氏が逮捕・勾留され、就労先においても私生活においても大きな打撃を受

ける中での執務を余儀なくされた上、さらに、父の健康状態に重大な不安を抱え

的苦痛は極めて甚大なものであった。



原告ら各自に固有の慰謝料請求権が認められる。その額は、各自2000万円を

市にある自宅から東京都葛飾区

にある東京拘置所まで連日面会に通うことを余儀なくされた。その回数は、20

回以上である。自宅の最寄り駅である 駅から東京拘置所の最寄り駅である

被った損害は11万9200円をだらない。

4弁護士費用

損害賠償として、国及び東京都から一定の金員の支払を受けた。その額は、原告

氏につき365万1949円、原告

たものである。

氏は7347万9171円、原告
告氏は各4767万4026円の国家賠償請求権を有する。
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（4） 小括

以上のとおり、静夫氏の死亡により原告らが被った精神的苦痛は甚大であり、

下らない。

3 原告し、子氏に生じた経済的損害

原告 氏は、夫の身体拘束により、

小背駅までは在来線で片道2980円であるから（甲D11）、原告、 氏が

本訴訟にかかる弁護士費用は、上記損害の合計額の10%に相当する。原告1

■氏につき701万1920円、原告氏及び原告氏につき各日450
万円を下らない。

5 既払金
原告らは、静夫氏の身柄拘束に係る刑事補償及び捜査機関の行為を原因とする

・ 氏及び原街 氏につきそれぞれ

182万5974円である。本訴訟における請求はこれらを上記積害から控除し

6 小括
以上を理するど、原告 氏及び原



よって、裁判官による本件各処分はいずれも違法であるから、国家賠償法1条

1項に基づき、原告■は、被告に対し、7347万9171円、原告及
はは、被告に対し、各4767万4026円の損害賠償及び令和3年2

1通
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V結語

び原告
月7日から支払済みまで年3%の割合の各遅延損害金の支払をそれぞれ求める。

証拠方法

証拠説明書（1）記載のとおり

添付蓍類
1訴状副本
2. 訴訟委任状3通

以上



関係法令の定め

（1） 48条1項
国際的な平和及び安全の維持を妨げることとなると認められるものとして政令

は、政令で定めるところにより、経済産業大臣の許可を受けなければならない。

（2） 69条の6第2項（平成28年6月2日時点、平成29年法律第38号によ

次の各号のいずれかに該当する者は、10年以下の懲役若しくは1000万円

の5倍が1000万円を超えるときは、罰金は、当該価格の5倍以下とする。

無人航空機のうち政令で定めるもの（以下この項において「核兵器等」とい

に大きいと認められる貨物の設計、製造若しくは使用に係る技術として政令で定

める技術について、25条1項の規定による許可を受けないで同項の規定に基づ

= 48条1項の特定の種類の貨物であって、核兵器等又はその開発等のために
用いられるおそれが特に大きいと認められる貨物として政令で定める貨物につい

て、25条4項の規定による許可を受けないで同項の規定に基づく命令の規定で

定める取引をした者又は48条1項の規定による許可を受けないで同項の規定に

（3） 69条の6第2項（平成30年1月21日時点）
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（別紙1）

1 外国為替及び外国貿易法（外為法）

で定める特定の地域を仕向地とする特定の種類の貨物の輸出をしようとする者

る改正前のもの）

以下の罰金に処し、又はこれを併科する。ただし、当該違反行為の目的物の価格

→ 特定技術であって、核兵器、軍用の化学製剤着しくは細菌剤若しくはこれ
らの散布のための装置若しくはこれらを運搬することができるロケット若しくは

う。）の設計、製造若しくは使用に係る技術又は核兵器等の開発、製造、使用者

しくは貯蔵（次号において「開発等」という。）のために用いられるおそれが特

く命令の規定で定める取引をした者

基づく命令の規定で定める輸出をした者



の各号［略］のいずれかに該当する者は、10年以下の懲役若しくは300

0万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。ただし、当該違反行為の目的物

の価格の5倍が3000万円を超えるときは、罰金は、当該価格の5倍以下とす

（4） 72条1項（平成28年6月2日時点、平成29年法律第38号による改正

（5） 72条1項（平成30年2月21日時点）

の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人に対して当該各号に定

－ 69条の6第2項10億円以下（当該違反行為の目的物の価格の五倍が10

億円を超えるときは、当該価格の5倍以下）の罰金刑［以下略」
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る。

前のもの）

法人［かっこによる注記略］の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人そ

の他の従業者が、その法人又は人の業務又は財産に関し、69条の6から条ま
で（70条の2を除く）の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人

又は人に対して各本条の罰金刑を科する。

法人［かつこによる注記略］の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人そ

の他の従業者が、その法人又は人の業務又は財産に関し、夜の各号に掲げる規定

める罰金刑を、その人に対して各本条の罰金刑を科する。

2 輸出貿易管理令（輸出令）

（1） 1条（輸出の許可）1項

外為法48条1項に規定する政令で定める特定の地域を仕向地とする特定の種
類の貨物の輸出は、別表第1中欄に掲げる貨物の同表下欄に掲げる地域［噴霧乾

燥器については全地域］を仕向地とする輸出とする。

（2） 13条（核兵器等の開発等に用いられるおそれが特に大きい貨物）

法69条の6第2項2号に規定する政令で定める貨物は、別表第1の1の項（
（5）、（6）及び1から12までを除く。）及び同表の2から4までの項の中欄に掲げる

貨物（核兵器等を除く。）とする。

＊ なお、第2事件当時の政令は条が繰り下がって14条となっている。

（3） 別表第1・3の2の項［中欄］



ト又は遺伝子であって、経済産業省令で定めるもの

ずれかに該当するものとする。
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（1） 軍用の細菌製剤の原料として用いられる生物、毒素若しくはそのサブユニッ

（2） 改に掲げる貨物であって、軍用の細菌製剤の開発、製造若しくは散布に用い

られる装置又はその部分品であるもののうち経済産業省令で定める仕様のもの

5の2 噴霧乾燥器［他の各号につき略］

3輸出貿易管理令別表第一及び外国為替令別表の規定に基づき貨物又は技術を

定める省令（本件令）2条の2第2項（和7年11月14日号外経済産業省
令第72号による改正前のもの）

輸出令別表第1の3の2の項（2）の経済産業省令で定める仕様のものは、姿のい

5号の2噴霧乾燥器であって、次のイからハまでの全てに該当するもの
イ水分蒸発量が一時間当たり0.4Kg以上400Kg以下のもの
日 平均粒子径10Mm以下の製品を製造することが可能なもの又は噴霧乾燥器
の最小の部分品の変更で平均粒子径10m以下の製品を製造することが可能な
もの

八定置した状態で内部の滅菌又は殺菌をすることができるもの（本件要件

ハ） ［他の各号につき略］

以上
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（別紙2）

本件噴霧乾燥器1（RL-5型）・基本モデル図

フィルタ

電気ピータ

乾導器1には、※でション
よしで、非態談の後事に
1PAマイル名が付されで

いた。

バグフィルター

乾燥窰

キーサイクロン測定口
乾燥室
測定口

フィルタ 送風機
サイクロン 排風機

製品ポット 製品ポット

本件噴霧乾燥器2（Lー81型）・基本モデル図」

原液タンク 原液ポンプ

アトマイザ

HEPAフィルタ

電気ヒータ・・

吸気フォルタ ・

乾燥窯

サイクロン
測定口 猅風機

サイクロン

乾燥宰
測定口

製品ポット



2016/5/31
（平成28年）

2016/6/2

2017/5
（平成29年）

2018/2/19
（平成30年）

2018/2/21

2018/10/3

2020/3/10

2020/3/11

2020/3/12

2020/3/13

2020/3/16

2020/3/17

2020/3/19

2020/3/27

2020/3/27
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（別紙3）
本件各処分

i ①

ii ②

③

日付 出来事・処分
第2事件公訴事実第1（関税法違反） 記載
の申告日機種「RL-5」

第2事件公訴事実第1（関税法違反）第1
事件公訴事実（外為法違反）記載の輸出日
機種「RL-5」

視庁公安部は捜査を開始

第2事件公訴事実第2の1（関税法違反）
記載の申告日 機種「L.8-1」

第2事件公訴事実第2の1（関税法違反）
第2事件公訴事実第2の2（外為法違反）
記載の輸出日機種「L8-」

視庁公安部は、大川原社の捜索差押えを
行い、パソコン、書類、サーバコンピュー
タなどを押収した

静夫氏、大川原氏、島田氏のほか大川原社
の従業員ら関係者5 0名が任意での取調べ

に応じた（合計291回、大川原氏40回、島田氏39回、静夫氏18回）

第1事実につき逮捕状発付
（令和2年）

第1事実につき静夫氏らを逮捕

第1事実につき勾留請求

第1事実につき勾留＋接見等禁止

勾留に対する弁護人準抗告申立て

第1勾留に対する準抗告棄却

④ 第1勾留延長

第1勾留延長に対する弁護人準抗告申立て

勾留理由開示

証拠番号担当裁判官

甲A3-1 岡野清ニ

甲A3-2

甲A3-3

甲A3-4

世森ユキコ

吉崎佳弥
井下田英樹
池田類平

島田一甲A3-2

甲A3-5

https://www.call4.jp/file/pdf/202606/276d5c0baf4ea2c5cc737819f96af243.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/276d5c0baf4ea2c5cc737819f96af243.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e22009bafd0ef1e0a2d3cb26a39bac6d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e22009bafd0ef1e0a2d3cb26a39bac6d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e22009bafd0ef1e0a2d3cb26a39bac6d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e22009bafd0ef1e0a2d3cb26a39bac6d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/90ec2fb51f08f64ef5df9dd68a89f2d7.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/90ec2fb51f08f64ef5df9dd68a89f2d7.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/2e9790fb16d73a765f96d51db38b04b3.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/2e9790fb16d73a765f96d51db38b04b3.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a62921fdcde62baf0a092a30d4c92a79.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a62921fdcde62baf0a092a30d4c92a79.pdf


2020/3/27

2020/3/31

2020/3/31

2020/4/6

2020/4/7

2020/4/8

202014/14

202014/15

2020/4/27

2020/5/18

2020/5/20

2020/5/21

2020/5/21

2020/5/26

2020/5/27

2020/5/28

2020/5/29

2020/6/1

2020/6/1

2020/6/5

2020/6/8

請求書を提出
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⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

①0

①

①

第1勾留延長に対する準抗告棄却

検察官が本件被疑事実1について静夫氏ら
を起訴（第1事件）

静夫氏 顧問契約終了

静夫氏保釈請求（1回目）

検察官意見（不相当であり却下すべき）

保釈請求を却下（1回目）

保釈請求却下1に対する弁護人準抗告申立

保釈請求却下1に対する準抗告棄却

第1事件が公判前整理手続に付された

検察官は証明予定事実記載書及び証拠調べ

弁護人、求釈明書提出（本件要件ハの各文
言の解釈及び証拠構造等）

第2事実につき逮捕状発付

勾留更新ユ（罪証隠滅、逃亡）

第2事実につき静夫氏らを逮捕

第2事実につき勾留請求

本件噴霧乾燥器2の輸出につき勾留＋接見
等禁止
勾留執行停止決定（5/3110:00～18:30 義
父の葬儀参列のため）

勾留に対する弁護人準抗告申立て

第2勾留に対する準抗告棄却

第2勾閨延長

勾留延長に対する弁護人準抗告申立て

甲A3-6

甲A3-7

甲A3-8

甲A3-9

甲A3-10

甲A3-11

甲A3-12

甲A3-13

甲A3-14

甲A3-15

甲A3-13

甲A3-14

石田寿一
家入美香
一社紀行

遠藤圭一郎

蛭田円香
坂田正史
島尻大志

長野慶一郎

藤井俊彦

宮本誠

品川しのぶ
深野英ー
渋谷俊介

岡田佳子

https://www.call4.jp/file/pdf/202606/670a5c0944bb7c4df9a56369f360431b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/670a5c0944bb7c4df9a56369f360431b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/12a1b4aab3df3f08ce72f6a89d6a34a6.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/12a1b4aab3df3f08ce72f6a89d6a34a6.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/051879b2d0d0a3b21d83905d53491938.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/051879b2d0d0a3b21d83905d53491938.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/699be4fcdaf124b9275b99e96e36806e.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/699be4fcdaf124b9275b99e96e36806e.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/492a63dd3cb64073741838aa5901945d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/492a63dd3cb64073741838aa5901945d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/6af8a5914d6bba74b90e33c77a0b23c2.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/6af8a5914d6bba74b90e33c77a0b23c2.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/602c3691cf2e42a5c2c5387cb2b31e4b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/602c3691cf2e42a5c2c5387cb2b31e4b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b2d79bd1b91e31972beee28137f99af6.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b2d79bd1b91e31972beee28137f99af6.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b2d79bd1b91e31972beee28137f99af6.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b2d79bd1b91e31972beee28137f99af6.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a28ba1617c4b6d5a2a45789e696035ef.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a28ba1617c4b6d5a2a45789e696035ef.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a28ba1617c4b6d5a2a45789e696035ef.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a28ba1617c4b6d5a2a45789e696035ef.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/f712b8446c01befb59827dc328346ada.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/f712b8446c01befb59827dc328346ada.pdf


2020/6/9

2020/6/15

2020/6/19

202016/22

2020/6/23

2020/6/23

2020/6/23

2020/6/30

2020/7/3

2020/7/3

2020/717

2020/7/10

2020/7/22

2020/8/5

2020/8/14

2020/8/24

2020/8/26

2020/8/28

2020/8/29

2020/8/31

2020/9/14
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iii

④

①

①
①8

1

第2勾留延長に対する準抗告棄却

検察官が第2事件について静夫氏らを追起

静夫氏保釈請求（2回目）

検察官意見（不相当であり却下すべき）

保釈請求を却下（2回目）

勾留更新2（罪証隠滅、逃亡）

第2事件が公判前整理手続に付された

検察官は証明予定事実記載書2及び証拠調
請求書を提出
保釈請求却下2に対する弁護人準抗告申立
て

保釈請求却下2に対する準抗告棄却

静夫氏が東京拘置所に移送された

静夫氏の血液検査の結果が判明し、血色素
数（ヘモグロビン濃度）が10.9g/dlを示し
た。拘置所の医師は対応せず

勾留更新3（逃亡、罪証隠滅）

勾留更新4（逃亡、罪証隠滅）

弁護人は予定主張記載書面（1）、証拠意見書
を提出した

勾留更新5（逃亡、罪証隠滅）

静夫氏保釈請求（3回目）

検察官意見（不相当であり却下すべき）

静去氏は胃痛を訴えた。医師はFK配合散
（胃薬）を処方した

保釈請求3を却下（3回目）

静夫氏は再び胃痛を訴えた。医師はFK配合
散の処方をつづけた

甲A3-17

甲A3-18

甲43-19
甲A3-20

甲A3-21

甲A3-22

甲A3-23
甲A3-24

甲A3-25
甲A3-26

甲A3-27

小林謙介
西山志帆
松村光泰

遠廠圭一郎

宮本誠

楡井英夫
赤松亭太
竹田美波

本村理絵

宮本誠

藤井俊彦

宮本誠

https://www.call4.jp/file/pdf/202606/fb81b94fd0bca73e7671efd881df35eb.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/fb81b94fd0bca73e7671efd881df35eb.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/1e9a5e3efe6616a885fe33e4ae125063.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/1e9a5e3efe6616a885fe33e4ae125063.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/0ca1de67e7adb48ec515dc8798eb45bc.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/0ca1de67e7adb48ec515dc8798eb45bc.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/74f92658a9be890f1fcee6b749019354.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/74f92658a9be890f1fcee6b749019354.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/c5eda8d7fdb46f489a477c914595d245.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/c5eda8d7fdb46f489a477c914595d245.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/3758510b42843241a7d41179239a8c03.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/3758510b42843241a7d41179239a8c03.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/bf1291c4c0ccab0d327f04bd9246933d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/bf1291c4c0ccab0d327f04bd9246933d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b25c58d907d8b5f6c2ea35cdf56f0549.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b25c58d907d8b5f6c2ea35cdf56f0549.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/4a638279ce1ec69c06f2c95f4577d4ae.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/4a638279ce1ec69c06f2c95f4577d4ae.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e79e3d90ff8a3a082562a170406c2aae.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e79e3d90ff8a3a082562a170406c2aae.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/5fb6f3be3791f57103abdcef1b3da4c4.pdf


2020/9/7

202019/10

2020/9/16

2020/9/16

2020/9/23

2020/9/25

2020/9/28

2020/9/29

2020/9/30

2020/10/1

2020/10/1

2020/10/2

2020/10/5

ことから消化管出血が疑われると診断され

していた。同日400mlの輸血が実施された

体調が著しく悪化していることを主張

性腫瘍であると診断された

による診察、検査及び治療を受けさせる」

正法による規制対象に含まれるものと認識
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iv

②

②2

②

②

勾留更新6（逃亡、罪証隠滅）

静夫氏は黒白便を認識した

保釈請求却下3に対する弁護人準抗告申立

保釈請求却下3に対する準抗告棄却

勾留更新7（逃亡、罪証隠滅）

静夫氏は、東京拘置所内で貧血の症状を発
症し、その後、同日から 3回にわたり輸血

処置（合計1200cc）を受けた。その際、東京拘置所内の医師より、黒色便がみられる

た
静夫氏は、貧血所見を確認するため再度血
液検査を受けた。血色素数は5.1g/dlと低下

静夫氏保釈請求（4回目）

静夫氏は消化管出血の疑いと診断され「全
身状態良好とはいえない」と記録された

静夫氏は、東京拘置所内での内視鏡検査
（胃カメラ）の結果、幽門部（胃の出口に

たる部分）に大きな潰瘍が認められ、胃がん疑いと診断され、病理検査の結果、悪

弁護人は、東京拘置所長に対し、「至急設
備の整った外部医療機関に搬送し、専門医
よう申し入れた

検察官意見（不相当であり却下すべき）

保釈請求を却下（4回目）

第1回公判前打合せ
争点は、①本件各噴霧乾燥器が「定置した
状態で内部の滅菌又は殺菌をすることがで

きるもの」の要件を満たすか（客観面）、②被告人らは、本件各噴霧乾燥器が本件改

していたか（主観面）の2点である

甲A3-28

甲A3-29

甲A3-30

甲A3-31

甲A3-32

甲A3-33

道垣内正大

蛭田円香
島尻大志
佐藤みなと

佐藤薫

本村理絵

https://www.call4.jp/file/pdf/202606/07d8db2cd269ed04c4fde6b72c15fe4b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/07d8db2cd269ed04c4fde6b72c15fe4b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/fab4363c57be8599182cf2260dad1dcc.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/fab4363c57be8599182cf2260dad1dcc.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/71de1fe152899e4d03e47ad0849abdc1.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/71de1fe152899e4d03e47ad0849abdc1.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/d893b4f86a139d44534f3b6c7b2383b3.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/d893b4f86a139d44534f3b6c7b2383b3.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e79a6d2ccb6635cee345b95dbdad1926.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e79a6d2ccb6635cee345b95dbdad1926.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/1e3b42d9c58331f824ad17602decb8ae.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/1e3b42d9c58331f824ad17602decb8ae.pdf


2020/10/6

2020/10/6

2020/10/7

2020/10/8

2020/10/8

2020/10/9

2020/10/9

2020/10/16

2020/10/19

2020/10/19

2020/10/20

2020/10/21

2020/10/22

2020/10/26

よる診察、検査及び治療を受けさせるよう

よる診察、検査及び治療を受けさせるよう

勾留執行停止の申立て（10/168:00～18:30

悪性腫瘍について検査する必要性について

勾留執行停止決定（10/168:00～16:00）

医院において診察を受

検査が必要な状態である」と診断された。
ただし、「事前連絡なく来院されても診療

ほしい」と告げられ、検査、治療は行われ
なかった
また「患者の健康状態によって実施できる
検査の内容及びそれに要する期間は変動す

患者を受け入れることはできない」との回

胃がんと発覚した後、検査・治療を受けら
れていないことを主張
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④ 勾留更新8（逃亡、罪証隠滅）

静夫氏は、東京拘置所長に対し、至急設備
のった外部医療機関に搬送し、専門医に

申入れ

静夫氏に胃がんの告知

静夫氏は、東京拘置所長に対し、至急設備
のった外部医療機関に搬送し、専門医に

申入れ

主張

甲A3-34

察官意見（しかるべく。ただし16:00ま

静夫氏は、
け、「進行かん」「病気診断のため精密

はできない。改めて事前連絡の上来院して

るため、検査内容及び期間を事前に確定す
ることはできない」「勾留執行停止状態の

答があった

静夫氏保釈請求（5回目）

弁護人は温度測定結果報告書を含む証拠の
証拠調べ請求書を提出

検察官意見

保釈請求を却下（5回目）

勾留更新9（罪証隠滅、逃亡）

検察官は証明予定事実記載書3を提出

甲A3-35

甲A3-36

甲A3-37

甲A3-38

甲A3-39

藤井俊彦

岡田佳子

牧野賢

大伴慎吾

https://www.call4.jp/file/pdf/202606/437794e76ca42f3ba7af42014a08601d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/437794e76ca42f3ba7af42014a08601d.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/225755ccee3c8f3bbb9074cdff69a950.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/686c94226b60c05febd8edd8e201146a.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/d6d1a634d24feed59b4179001d20a436.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/d6d1a634d24feed59b4179001d20a436.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/af921a098dcf1e065ea8e5b915774570.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/af921a098dcf1e065ea8e5b915774570.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/64f29f52b0fda564cd8a332513876664.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/64f29f52b0fda564cd8a332513876664.pdf


2020/1027

2020/10/28

2020/1114

2020/11/5

2020/11/6

2020/11/9

2020/11/10

2020/11/14

2020/11/16

2020/11/19

2020/11/24

2020/11/25

2020/12/1

2020/12/3

2020/12/3

2020/1214

2020/12/6

ず、可能であれば保釈する方向で検討すべ
き事案であると考えている。もっとも、実

釈の判断は困難ということなのではない

半年から1年半程度と宣告された
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②8

②9

弁護人勾留執行停止の申立て

勾留執行停止決定（11/5～11/20）

勾留更新10（罪証隠滅、逃亡）

弁護人は予定主張記載書面（2）を提出

https://www.call4.jp/file/pdf/202606/ff34ce1ff4a980c94f1a7a25668893e8.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/ff34ce1ff4a980c94f1a7a25668893e8.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b5c26f353071a4fd73026df981d549c3.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/b5c26f353071a4fd73026df981d549c3.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/3d7da7d5a013e0dc00b4f856e370bfa4.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/3d7da7d5a013e0dc00b4f856e370bfa4.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/044742511ed076e4952c699ecb4628f2.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/044742511ed076e4952c699ecb4628f2.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/7d9e2829e79e34e9d21375fe84a356b8.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/7d9e2829e79e34e9d21375fe84a356b8.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/8688cb22f77f87e3112883f30ca66961.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/8688cb22f77f87e3112883f30ca66961.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/6652843943734272e5bcf1f078011fee.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/6652843943734272e5bcf1f078011fee.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/55d7f2f0677b7841324e18aaca180cb7.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/55d7f2f0677b7841324e18aaca180cb7.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/32c64f733b54d57371740392e2089aa8.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/32c64f733b54d57371740392e2089aa8.pdf


2020/1217

2020/12/9

2020/12/9

2020/12/17

2020/12/17

2020/12/17

2020/12/21

2020/12/25

2020/12/25

2020/12/28

2020/12/28

2020/12/28

2020/12/28

2021/1/13

2021/1/18

2021/1/18

2021/1/21

2021/1/29

2021/2/1

2021/214

2021/2/5

化学療法が中止となり、緩和ケア病院に入
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③

②

③

③

勾留執行停止の申立て

第3回公判前打合せ

勾留執行停止決定 （12/14～6/7）

検察官は証拠調べ請求書を提出

保釈請求却下6に対する弁護人準抗告申立
て

保釈請求却下6に対する準抗告棄却

勾留更新12（罪証隠滅、逃亡）
弁護人は証拠意見書を提出し、検察官が請
求している証拠のうち当初不同意としてい
たものの多くを同意に変更

静夫氏保釈請求（7回目）

検察官意見（不相当であり却下すべき）

保釈許可

保釈許可に対する検察官準抗告

原決定を取り消し、保釈請求を却下（7回

（令和3年）

第4回公判前打合せ

弁護人は証拠調べ請求書2を提出

勾留更新1 3（罪証隠滅、逃亡）

弁護人は証拠意見書を提出し、検察官請求
証拠の一部の証拠意見を同意に変更

静夫氏保釈請求（8回目）

保釈請求取下げ。東京地裁は大川原氏及び
島田氏について保釈決定。検察官が準抗告
を申し立てたが棄却された

大川原氏及び島田氏が保釈された

甲A3-49

甲A3-50

甲A3-51

甲A3-52

甲A3-53

甲A3-54

甲A3-55

甲A3-56

甲A3-57

甲A3-58

本村理絵

守下実
家入美香
一社紀行

藤井俊彦

鏡味薫

佐伯恒治
室橋秀紀
名取桂

道垣内正大

https://www.call4.jp/file/pdf/202606/32a2f671aba0aaa1bf04abfcd7d5701b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/32a2f671aba0aaa1bf04abfcd7d5701b.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a0216120d3fc64fc7fab60f69aed82e5.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a0216120d3fc64fc7fab60f69aed82e5.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/78f24350807e4082487700abd720432e.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/78f24350807e4082487700abd720432e.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a0cf64ed7744f22a7ea9b53fb2f08f58.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/a0cf64ed7744f22a7ea9b53fb2f08f58.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e5866c38bf39a4b3ffe22634b827aa4c.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/e5866c38bf39a4b3ffe22634b827aa4c.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/36131fe1a6e041e1bd179bfd3c587124.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/36131fe1a6e041e1bd179bfd3c587124.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/d8dc29bfccc7c116ae4a188443a1f358.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/d8dc29bfccc7c116ae4a188443a1f358.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/c21267076f738097612c89a6b13fab65.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/c21267076f738097612c89a6b13fab65.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/365f1252169595af1330438c488a62c7.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/365f1252169595af1330438c488a62c7.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/ab698f1a37bb2d24c8c346e7cabc1fd8.pdf
https://www.call4.jp/file/pdf/202606/ab698f1a37bb2d24c8c346e7cabc1fd8.pdf


2021/217

2021/2/25

2021/314

2021/3/30

2021/5/7

2021/5/28

2021/6/1

2021/6/18

2021/6/21

2021/6/23

2021/7/16

2021/7/30

2021/8/7

器』に該当することの立証が困難と判断さ
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静夫氏は胃がんにより死亡

検察官証明予定事実記載晝4提出
第5回公判前打合せ

第6回公判前打合せ

第7回公判前打合せ

第8回公判前打合せ

裁判所争点螫理案

検察官が進行に関する上申提出（期日延
期を求める）

検察官が進行に関する上申書②提出（期日
延期を求める）

第1回公判前整理手統期日

第2回公判前整理手続期日

検察官が公訴取消申立書を提出
「各公訴事実記載の噴霧乾燥器について、
「軍用の細菌製剤の開発、製造若しくは散
布に用いられる装置又はその部分品である
もののうち省令で定める仕様の噴霧乾燥

れたため」

公訴棄却決定

以上



〒418 静岡県

〒101-0025 東京都千代田区神田佐久間町2-7 第6東ビル901

Tel 03-5825-6033 FAX 03-5825-6034

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂5-8 恵比寿亭ビル402

Tel 03-5946-8107 FAX 03-6667-4129

〒171-0022

東京都豊島区南池袋2-49-7 池袋パークビル4階

弁護士法人東京パブリック法律事務所
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（別紙）

=事者目録

原 告 相

原 告 相

〒：

原 告 相 嶋

高野隆法律事務所（送達場所）

上記訴訟代理人弁護士 高
同 吉
同 南

野 隆
田亰子
里俊毅

宮村・井桁法律事務所

同 井桁大介（連絡担当訴訟代理人）

同 谷口太規



〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-47-9ザ・パークレックス代々木3階

〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町2-20-6 花岡ビル4階

法律事務所LEDGE

〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満3-14-16 西天満パークビル3号館3階

〒120-0034 東京都足立区千住3-98-604 千住ミルディスII番館

〒100-0013：東京都千代田区霞が関一丁目1番1号

122

Kollectアーツ法律事務所

同 趙 誠峰

同 戸 田 善 恭

後藤・しんゆら法律事務所

同
同

城
拝
使洸
地

司
展

弁護士法人北千住パブリック法律事務所

同 内 太 道

被 告 国
同代表者法務大臣 平 日 洋


